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ここでは、void 型関数（戻り値を返さない関数）について学習する。 

 

■ 関数の作成と呼び出し 

① 関 数 呼 び 出 し ：関数を呼び出したい箇所に、関数名を記述する 

② 関 数 の 作 成：関数の処理内容（最初の行は関数名）を記述する 

③ プ ロ ト タ イ プ 宣 言：main()より上に、「関数が利用するメモリを確保する」するための関数の宣言をする 

 

■ 関数の役割 

(1) 長いプログラムを整理する役割 

(2) 数学の関数と同じ役割 

 

#include<stdio.h> 
int main(void){ 
 printf( “Hello¥n “ ); 
 return 0; 
} 

#include<stdio.h> 
 
void abc(void); 
 
int main(void){ 
 abc(void); 
 return 0; 
} 
 
void abc(void){ 
 printf( “Hello¥n” ); 
} 

③プロトタイプ宣言 

①関数呼び出し 

②関数の作成 

サンプルプログラム（関数なし） 

サンプルプログラム（関数あり） ＜図 1 関数の作成と呼び出し＞ 

#include<stdio.h> 
 
int main(void){ 
  
//変数宣言 

int i, n, s; //i:カウンタ n:受験者数 s:点数 
double m = 0.0; //m:点数合計 

 
//国語テスト計算 

printf("国語テストの受験者数?:");  //受験者数入力 
scanf("%d", &n); 
for (i = 1; i <= n; i++){ 

printf("点数(%d)を入力:", i);   //点数入力 
scanf("%d", &s); 
m = m + s;               //点数加算 

} 
//平均点計算・表示 

printf("国語テストの平均点は%3.1fです¥n", m / n); 
 

m = 0.0;       //点数加算結果クリア 
 
//数学テスト計算 

printf("数学テストの受験者数?:");  //受験者数入力 
scanf("%d",&n); 
for (i = 1; i <= n; i++){ 

printf("点数(%d)を入力:", i);     //点数入力 
scanf("%d", &s); 
m = m + s;      //点数加算 

} 
//平均点計算・表示 

printf("数学テストの平均点は%3.1fです¥n", m / n); 
} 

#include<stdio.h> 
 
//プロトタイプ宣言（自作関数heikin宣言） 
void heikin(int n); 
 
//メイン関数 
int main(){ 

int n;  //変数n（整数）宣言 
 

printf("国語のテスト受験者数?＝"); //国語テスト受験者数入力 
scanf("%d", &n); 
heikin(n);           //自作関数heikin呼び出し1 

 
printf("数学のテスト受験者数?＝"); //数学テスト受験者数入力 
scanf("%d", &n); 
heikin(n);  //自作関数heikin呼び出し2 

} 
 
//自作関数heikin（引数n） 
void heikin(int n){ 

//変数宣言 
int i, s;   //i:カウンタ,s:点数 
double m = 0.0;  //m:点数加算値(実数） 

 
//点数加算処理（受験者数繰り返す） 
for (i = 1; i<=n; i++){ 

printf("点数(%d)を入力する＝",i); //点数入力 
scanf("%d", &s); 
m = m + s;   //点数加算 

} 
 

//平均点計算＆計算結果表示 
printf("平均点は%3.1f点です¥n", m / n); 

} 

＜図 2 関数の役割＞ 
(a)関数なし (b)関数あり 

同じ処理 
関数化 


